[Material] Article on Bukharin in the Large Soviet Encyclopaedia, first edition by 松岡 保 & Matsuoka Tamotsu
[資料紹介] 項目《ブハーリン》（下） : 『ソビエ
ト大百科事典』初版(2)
著者 松岡 保
雑誌名 關西大學經済論集
巻 22
号 2
ページ 237-249
発行年 1972-06-20
その他のタイトル [Material] Article on Bukharin in the Large
Soviet Encyclopaedia, first edition
URL http://hdl.handle.net/10112/15008
237 
資料紹介
項目＜ブハーリン＞（下）
一『ソビエト大百科事典』初版(2)-
松
?
保
][ 
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プハーリンの理論的著作の大部分は，経済学にかかわるものである。経済理論家として
は．かれは他のだれよりも秀いでている。マルクスにすばらしく通暁し．批判的論証を思
いがけず多方面から打ち破る輝やかしい論争家であるプハーリンは．プルジョワ経済学者
に激しく襲いかかり．かれらから評判だおれの「客観性」のヴェールをもぎとり．たんに
かれらを論理的に論破するだけでなく． 「階級的な敵」として． かれらにたいする憎しみ
をおこさせ．かれらの正体を暴露している。豊かな理論的想像力と結びついたプハーリン
の思考の体系性と革命性は．かれを．カウッキー流のマルクスの経済学説の解説者ではな
＜． 『資本論」の著者の遺産を創造的に適用する理論家—ボリシェヴィキたらしめてい
る。プハーリンは．多数の古くからのマルクス主義の公式を研ぎ上げ．若干の新らしい公
式をもたらし．すくなからず新らしい問題を提起し．経済学のマルクス主義的方法の完成
に剌激をあたえた。かれは．プルジョワ理論の文献をよく熟知し．時折．経済理論のもっ
とも抽象的な分野にふれてきたので．理論を「実践」とたくみに一致させ．プルジョワ学
者の「社会学的」な詭弁を暴露する能力をもっていろ。
かれは，マルクス以後のプルジョワ経済学の体系的批判の遂行という考えを．久しくい
だいていた。たしかに． 一面では． ブハーリンの政治活動が． かれの 1日の時間配分中
で．獅子の分け前に当ろほとんどすべての時間を占めてしまって．今日にいたろまで．そ
の構想を実現すろことを妨げてきたが． しかし他面では．この重要な批判的労作の実現を.. 
準備したカンバスをともかくも提示すろということには．かれはすでに成功した。すな
わち． かれのすべての． ことに往時の経済学の著作に散在すろ数多くの． さまざまな短
評．引用．方法論的素描．註釈がそれであろ。
著書『金利生活者の経済学』（オーストリア学派の価値•利潤論批判）は． かれが24歳
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のときに書いたものであろが，正当にも．オーストリア学派にたいする優れた，最良のマ
ルクス主畿的著作と認められている。プハーリンの著作以前には． マルクス主義者たち
は．主観主義者にたいして．たんに個々の方法論的偵察を実行しただけであった（たとえ
ば'R-ヒルファーディングの往年の諸論文）。『金利生活者の経済学」においては．心理
学派の構成にたいすろ広範な「論理的」批判が展開されている。プハーリンは．ボェーム
ーバヴェルクとその仲間たちの基本的・方法論的な論議のように，経済の客槻的な諸範疇を
主観的な評価から導きだすことは不可能であることを．一歩一歩，追跡し．オーストリア
学派を，不妊の「決疑論的」教習と運命づけ．全体系は循環論で．事実上，金利生活者す
なわち「極限的プ）レジョワジー」の経済的イデオロギーたることをみずからしめしている
と．結論している。それにもかかわらず， 「限界効用」理論は． プルジョワ社会科学が革
命的マルクス主義に対抗させうる唯一の首尾一貫した，完成した敵対的イデオロギーなの
である。ボェームーバヴェルク批判には． 多数の批判的・文献解題的な註釈が付け加えら
れており．そこでは．「きわめて簡潔なかたちで (innuce), プ）レジョワ的な理論的思考
の他の諸分枝にたいしても同時平行的に，体系的な批判が，なされている」（『金利生活者
の経済学』にたいするプハーリンの序文を参照）。
著書『世界経済と帝国主漉』(1915-16年に執筆。もっとも，著者のあづかり知らぬ事情
のため12), ょうやく 1918年になって刊行）は，かって，ボリシェヴィキの在外論集『コム
ニスト』に掲載された論文に，かれ自身が手を加えたものである。本書のなかでは．本質
的には，レーニンの労作『帝国主義』に含まれているのと同一領域の企て，すなわち，資本
主義の現在の局面の分析がなされている。プハーリンの著書の独自性は．現在の局面の分
析に先んじて．その前に世界経済の「生成」の分析がなされていることである。世界経済
というこの範疇のマルクス主義的解明は．プルジョワ経済文献が．歪曲を極めた弁護論的
な叙述でみたした多数の世界経済論 (Weltwirtschaftstheorie)(たとえば．「資本主義に
かわって」世界経済が出現しているとか，あるいは．世界は．いわゆる「超帝国主義」の
牧歌的状態へ向って進んでいるとか）を創作していただけに．とりわけ不可欠であった。
プハーリンは．世界経済の発展過程を．新らしい組織諸形態（独占．銀行資本と産業資本
の癒着．資本連合の諸過程）における資本の国際化傾向と国民化傾向とのあいだの結合と
闘争であると．みなしている。帝国主義を．かれは．金融資本主義的生産諸関係に適合し
12)刊行のおくれた事情については．本書へのプハーリンの「はしがき」を参照。
104 
項目＜ブハーリン:}(下） （松岡） 239 
た，そして世界経済という視点からみれば「資本主義的競争の拡大再生産」である，特殊
な政策と規定している。
「過渡期経済論』（転形過程の一般理論， 第1部）は． ソビエト・ロシアのもっとも苛
酷な経済的瓦解の時期に， 執箪された。『過渡期経済論」が試みたことは，資本主義社会
の社会主義社会への転変にさいしての主要な法則性を理論的に分析しつくすことであ
り，革命経済の特殊な特徴を露わにすることであり，社会的・階級的諸連関の崩壊と生産
諸力の一時的低下の必然性，ならびに，これにつづく，新らしい基盤と新らしい結合にも
とづいた生産力回復の必然性を指示することであり，都市と農村の相互関係における本源
的な変化を呈示することであり，国家権力の独特な役割りと変革機能を考究することであ
り，最後に，転形過程の「諸局面」を確定することである。レーニン研究所には，書物の
欄外と末尾とにヴェ・イ・レーニンのきわめて興味ある書きこみのある『過渡期経済論」
が一冊， 保存されている13)。欄外へのウラジーミル・イリイッチの評註のいくつかと，
書物全体についてのかれの基本的評価を引用することは，余計なことではなかろう。以下
に，若干の抜幸をしよう。『過渡期経済論』の 8ページで，プハーリンが書いている。「現... 
代資本主義は，世界資本主義である。このことは，資本主義的生産関係が世界の全部を支
配し，この地球上のすべての部分を，緊密な経済的連関で結合していることを意味する。」
レーニンは，「世界の全部を」の下に線を引き，欄外に，「全部ではない」と書きこんでい
．．．． 
る14)。10ページで，プハーリン，「金融資本は，資本主義諸大国内部の生産の無政府性を
廃絶した。」ウラジーミル・イリイッチは，「廃絶した」ということばにしるしをつけ，傍
．．．．． 
らに，「廃絶はしなかった」と書いている15)。
21ページで，プハーリンは．国家の定義をおこなっている。「国家組織は，〔支配〕階級
13)このプハーリン『過渡期経済論」にたいするレーニンの評註は， 『レニンスキー・ズ
ボールニク』の第11巻（プハーリン，モロトフ，サヴェーリエフの編集）， 1929年， 348
-403ページにおいて， 全文が発表されるのであるが， 『大百科事典』での以下の抜茉
は，それに先んじており，文面からすれば，はじめての発表ではないかと想像される。
なお．以下の訳文は．『レーニン「ブハーリン著・過渡期経済論」評註』，公文俊平訳，
現代思潮社,1967年にほぽ依っており．同書のページ数．および．括孤内に．プハー 1J
ン「過渡期経済論』．救仁郷繁訳．現代思潮社,1969年のページ数を．註でしめした。
14)公文訳3ページ（救仁郷訳3ペー ジ）。
15)公文訳3ページ（救仁郷訳6ペー ジ）。
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のもっとも広範な組織であって．そこには．この階級のあらゆる力が結集されており，機
械的な圧迫と抑圧の手段が集中されており，支配階級がその階級の小部分ないしは小グル
． 
ープとしてではなく．まさに階級として組織されているのである。」レーニン．「大いによ
ろしいI」16)
46ページでプハーリン，「1918-20年のヨーロッパ経済の具体的状況は，この崩壊過程が
はじまったこと，そして，生産関係の古い体系の復活をしめすいかなる兆候も存在しない
ことを明白にしめしている。」レーニン，「すこしいいすぎだ(einbischen zu viel)」，
および．「あまりにも多く証明するものは·…•• （なにごとをも証明しない〕 (qui prouve 
tpop……)」17)。 .. 
58ページでプハーリン， 「社会主義は．建設さるぺきものである。現存する物的および
．．．．．． 
人的資源は．長期にわたる一時期全体を含む発展にとっての出発点をなすにすぎない。」
レーニンは欄外に．「大いに正しいI」18)
71ページでプハーリン． 「われわれの前にある所与の条件のもとで． なによりもまず．. .  . .  . . . 
労働者組織の機能の弁証法的な変化がおこっている。支配関係の交代とともに．このこと
以外にはありようがないことは．まった＜明白である。なぜなら．労働者階級は．国家権
．．．．．． 
力を自分の手におさめると．不可避的に．生産の組織者としてふるまう勢力とならなけれ
ばならないからである。」レーニン．「大いによろしい/(Sehr gut)」19)。
150ページでプハーリン，「それゆえ．世界資本主義体制の倒壊は．もっとも弱い国民経
済体制から．国家資本主義的な組織化がもっともおくれているところから．はじまったの... 
である。」レーニン．「正しくない。『中くらいに弱い』だ。わが国での資本主義が一定の
高さに達していなかったならば．なにごとも起らなかったであろう。」20)
第10章21) 「過渡期の『経済外的』強制」は． おそらく他のどの章より．ウラジーミル
・イリイッチの気に入った。この章の全体にわたって．「正しいI」． 「正しいI」． 「大い
によろしいI」． 「うまいいい方だI(c'est le mot!)」．「まさしくそうだI」とかれの書
16)公文訳6ページ（救仁郷訳23ペー ジ）。
17)公文訳14ページ（救仁郷訳60-61ペー ジ）。
18)公文訳21ページ（救仁郷訳79ペー ジ）。
19)公文訳23-24ページ（救仁郷訳98ペー ジ）。
20)公文訳70ページ（救仁郷訳217ペー ジ）。
21)原文では第11章となっているが誤植。
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きこみがおこなわれており，章の最後に， ウラジーミル・イリイッチは， 「うん，この章
は非常にすぐれている/」と書いている22)。
レーニンは，『過渡期経済論』の一般的でない用語の模造を椰楡してから， 本書全体に
ついて，つぎのような評価をあたえている。「このすぐれた書物のすぐれた諸性質も， そ
れらが， 以下の諸事情によって制約されているかぎりで， いくつかの欠格性を感じさせ
る。第1に (primo),著者は， 自分のたてた諸仮定を， 簡潔でもよいからしっかりした
事実面の材料によって一~それらの利用をまった＜文献にたよったとしても一一基礎づけ
ることが，不十分である。事実によって基礎づけられていることがより多かったら，本書
は，『社会学的な』，あるいはより正しくは哲学的な見方という欠陥から免かれえていたで
あろう。だが，第二に (secundo),著者の経済過程の具体的な，現実の (inactu)銀察
が不十分であって， しばしば，『専門用語』 (terminustechnicus)一ー『概念のスコラ学
(Begriffsscholastik)』とよばれるものにおちいり，定式化や用語上の多くの不首尾が根底
的には哲学に基づいていることを明瞭には理解せず，深遠な「思想」にかこつけて (sub
specie ,,Grundgedanken"), 唯物論 (materialismi) とはまったくちがう哲学的観念
論または不可知論 (idealismiphilocophici seu agnosticismi)の線に， ＜非常にしば
しば，不注意かつ無批判的に他人のものを借用しつつ＞（〔rechtoft (Hepaaoop'IHBO) 
u. unkritisch von anderen iibernommen〕），ぉちいっている。わが国の一般読者に
とって不可欠であり，アカデミーのいっそう大きな名誉となるであろうところの今後の諸
版においては，この大きくはない欠陥がなくなってしまうであろうという期待を表明し
てしかるぺきだろう。われわれは，アカデミーにたいして，その一員がおこなったすばら
しい労作へのお祝いをのべる。〔1釘 20年5月31日。」 23)
『過渡期経済論」の基本的欠陥は，以後の年月におけるプロレタリア独裁の経験によっ
て，露わになった。著者は，当時のわが党のすべてのひとびととおなじく（ヴェ・イ・レ
ーニンは，あるいは例外かもしれない），勝利したプロレタリアートの唯一の正しい政策
としてのネップを，予知していなかった。この意味で，『過渡期経済論」は，まごうかたな
く，かってのかの時代の子であり，戦時共産主義期の烙印を帯びている。そのために，『過
渡期経済論」では， 崩壊した諸連関の復興過程の合法則性， すなわち「ネップ路線によ
る」社会主義への進行の合法則性が，正しく正確にえがかれなかった。しかしながら，生活
22)公文訳60-69ペー ジ。
23)公文訳76-77ペー ジ。
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自身が『過渡期経済論』にもたらした大きな修正にもかかわらず．社会的・階級的連関の
崩壊・転形過程の基本的合法則性についてのプハーリンの分析．社会の生産力水準の一時
的低落の不可避性にかんするかれの命題．諸範疇などを再生産の観点から分析することの
特別な重要性．等々の正しさは．今日にいたるまで．そこなわれていない。
経済学にかんするブハーリンの他の著作中で． もっとも有名なものは． 『帝国主義と資
本蓄積」である。プハーリンがこの著作にとりかかったのは， ドイツとロシアのマルクス
主義者たちの間で．一時期．あたかも純粋資本主漉の諸条件のもとでは，資本蓄積が不可
能であるかのような．ナロードニキ的・ルクセンプルク主義者的な資本蓄積表式が一定の
信用をえはじめ．それに応じて，帝国主義にかんするレーニン理論を．宿命的崩壊論の方
向に骨抜きして修正しようとする試みが現われたことと．関連してである。そのために．
マルクスの蓄積論の研究をおしすすめ． それを． ルクセンプルク主義者やツガンーバラノ
フスキーー派たちによる歪曲から守る必要性が生じたのであった。これらの主要な経済学
上の著作のほか．プハーリンは．国際経済．ソビエト経済の諸問題．および多くの個別問
題について．たくさんの新聞・雑誌論文や小冊子をものにした。
IV 
．．．． 
プハーリンの社会学的著作のうち，さきにあげた国家にかんする論文24)のほかで． も
っとも重要と見なさるべきものは．『史的唯物論』（マルクス社会学説の平易な教科書）で
あって．本書は．史的唯物論のもっとも抽象的な諸領域を．生き生きと興味深くえがき．
平易に解明している。（プハーリンは． 概して． 文章の抑揚を人一倍たくみに．自由にあ
やつるために，平易化ということの名手である。「根底的」な『過渡期経済論』の著者は，
同時に，この上なく平易な「共産主義の初歩」〔1919年〕25)や『共産主義者の網領』〔1918
年〕26)の著者なのである。）
『史的唯物論』は， 史的唯物論の基本的命題のいくつかを新らしく定式化し， この問
題の一層の研究を進展させようとする試みを含んでいる。「粗略な覚え書き」（「史的唯物
24)前号所載の第I節で言及された「帝国主義国家の理論によせて」。
25)発行年．発行所などについては,Cf. S. Heitman, N. I. Bukharin―A Bibliogr-
aphy, Stanford, 1969, pp.52-53 〔目録番号-以下，角括孤内はおなじ―-194〕。
26) Ibid., p. 48びo.167〕．
27) Ibid., p. 四〔No.420〕．
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論の問問提起によせて」〔1923年〕27))のなかで． かれは． 自分の著作中に存在する新ら
しい定義と問題のうちのもっとも主だったものを列挙し，動機を説明している。マルクス
主義者たちの間で，なによりも批判の砲火があびせられたのは． そこではプハーリンが「
題目についての通例の解釈から離れている」ところの．相当に本質的な諸点であった。す
なわち，「機械的」と「有機的」についてのかれの見解，均衡論に基づいた，弁証法的方法
についてのかれの定式．自然と社会組織のあいだの相互関係を．社会のすぺての運動一一
生産力．経済的土台．上部構造，それらの相互関係—の初発における決定量であるとす
るかれのテーゼ．これらがそうであった。プハーリンの他の一連の命題には，まった<.
あるいはほとんど，注目すべき批判はなく．あっても「批判のための批判」であった。こ
れに属するのは，つぎの命題である。 1)生産諸関係を，「（『生きた機械」と見なされる）人
● 0 ••• 
間の空間．時間における労働的調整」とする生産諸関係の唯物論的定式。このような定式
は．オーストリア・マルクス主義者．プルジョワ社会学者．ア・ボグダーノフその他のひ
とびとによる生産諸関係を「精神的に解釈」 しようとする企図． すなわち． 生産諸関係
を．「精神的相互関係」としてえがこうとする試みを反駁するために必要なのである。 2)
多くのマルクス主義者によって，例外なくいたるところで．粗雑にも同一視されていた「
上部構造」と「イデオロギー」の両概念の厳密な区別。 3)上部構造の土台への依存の問
題を．より正確に提起することによって．所与の上部構造の諸要素の独特な具体的姿を解
明することを志し，シュラーチコフ流の粗雑な単純化を排したかれの問題提起。 4) 「分
化せる労働」という上部構造の定義。 5) 「生産手段」により形づくられる「表象手段」.........。
についてのマルクスの命題の検討。 6)社会的諸現象の物質化の理論．すなわち．すぺて
の発展しつつある社会の基本的法則の一つとして．文化が外的対象にますますに定着して.... 
ゆく「文化の蓄積」という独特な過程の必然性。 7)過渡期の合法則性と衰退の合法則性
の研究すなわち，「たがいに戦う二階級」の没落の可能性や「文化の滅亡」の可能性．一
時的あるいは長期的な社会的衰退．などにかんするマルクスの命題にたいしておこなった
解釈と検討。ほかにも．本書には．一連の，論争の余地はあるけれども，しかし．あらゆ
るばあいに興味ぶかく剌激的なプハーリンの「新発見」の思想一ーマルクスにたいする正
統的．唯物論的，革命的理解を基として．かれによって発展させられた思想—が含まれ
ている。半ば社会学的性格をもった専門論文中で．もっとも重要なものに「プルジョワ革
命とプロレクリア革命」〔1922年〕28) (このなかで,1921年． プハーリンによってはじめ
28) Ibid., p. 74 〔No.384). 
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て．プロレクリア独裁のあり得べき変質の問題が．理論的に提起されている）．「エンチュ
メニアーダ」〔1923年〕29), アカデミー会員のパヴロフに反対した社会評論的パンフレッ
ト「世界革命．われらが国．文化その他について」〔192峠司80), ならびに．「カー ドル」．
文化．文学について．指導者．党と大衆についてなどの一連の論文がある。. . . . . . 
1924年以降．プハーリンは．レーニン主義の理論的諸問題に，多くの注意をはらってい
る。一連の論文と報告において．かれは．農業・農民問題を研究しているし． レーニンの
「協同組合化計画」にたいし．かれの「協同組合について」と関連させた理論的解説をお
こなっているし，一連の問題，すなわち，「階級闘争」と「国内平和」，国家の機能と社会諸
組織の機能，都市と農村の相互関係．価格政策．失業と農村の人口過剰．国内市場の組織
などについての問題で．プロレタリアートによる権力掌握の結果．どのように問題の提起
が弁証法的な変化をこうむるかを分析しているし．マルクス主義とレーニン主義との相互
関係の問題を考究している（論文「マルクス義者としてのレーニン」〔1924年〕81)ほか）。
党内闘争の尖鋭化という事情は．かれに．これらの問題を，とくに，反対派（トロッキー
派と合同反対派）との論争と結びつけて提起することをもとめた。このため．多数の小冊
子がかれの手で執筆された。論文集『トロッキズムの問題によせて』〔1925年〕82), 『社会
主義への道と労農同盟』〔1925年〕88), 『わが国の革命の性格とソ連邦における社会主義建
設の勝利の可能性について』 (1926年〕84), プレオプラジェンスキーの『新らしい経済』
にたいする末だ決着のつかない論戦である「過渡期の若干の法則性にかんする問題によせ
て」という標題の論稿〔『プラウダ」 1926年7月1日. 3日. 7日〕85)などが．そうであ
る。
以上のものとはすこし別の系列に属するプハーリンの著作として， 『ロシアにおける階
級闘争と革命』〔1917年〕88) と『帝国主義の独裁からプロレクリアートの独裁へ』〔1918
29) Ibid., p.78国o.415). 
30) Ibid., p.91びo.505〕．
31) lb祉， p.88〔No.488〕．
32) Ibid◆, p.102 (No. 585〕．
33) Ibid., p.108岱o.627〕．
34) Ibid., p.118びo.695〕．
35) Ibid., p.115国o.681〕． ハイトマンの目録では．「若干の」ということばは付されて
いない。
36) Ibid., p. 訊〔No.68〕．
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年〕37) (この二つはかれの歴史的パンフレット）． 『革命の仮面をつけた皇帝主義』〔1925
年〕38) (ウストリャーロフに反対したもの）．『国際プルジョワジーと「かれらの使徒」ヵ
ール・カウッキー』〔1925羽9)がある。
こうして．プハーリンは．政治家としても理論家としても，国際的な名声を博している。
かれの著作中のもっとも重要なもの―ことに一般向けのものーは．外国の一ーヨーロ
ッパならびにアジアの一一各国で訳されている。かれの著作集は．今日までのところ．末
だない。
デー・マレッキー
．．．．． 
プハーリンの基本的著作（抄録目録）40) : 『金利生活者の経済学。オーストリア学派の
価値• 利潤論』 PNOBCHX, M., 1919 〔No.239)。『世界経済と帝国主義（経済的概観）』，
「Ilp両OH」社， 191841) 〔No.82-i〕。『過渡期経済論，第1部，転形過程の一般理論』
fl13, M., 1920びo.288〕。『史的唯物論』 fl13,M., 1921びo.288)。『アターカ〔攻撃〕。
理論的論文集」（ボェームーバヴェルク， スツルーヴェ， ツガンーバラノフスキー， オッ
ペンハイマーその他への批判）， fl13,M., 19況〔No.460〕。『帝国主義と資本蓄積」 M.-
JI., 1925国o.477-i〕。『トロッキズムの問題によせて』 fl13,M.-JI., 1925びo.585)。
『共産主義の初歩』 fl13,M., 192042) 〔No.194-ii〕。『ロシアにおける階級闘争と革命』
H訊.MocKOBCKoro KOMHTeTa H 06孔acrHoro6ropo, M., 1917 〔巡 68〕。 『三つの演説
37) Ibid., p.46 (No. 160〕．
38) Ibid., p.110 〔珈.646〕．
39) Ibid., p.1叫〔No.595〕．
40)この著作・参考文献目録は，前号の「はじめに」でのべたように． 『大百科事典』に
おいて掲載されているものである。ただし．おのおのの末尾に．角括孤に囲んでつけた
番号は．原題・副題等を検索するさいのために，訳者が付したもので．ハイトマンの前
掲書の目録番号である。また．そのさい, 1, i……とされているものは．ハイトマンが
other editionsとしてかかげているものの第1, 2・ …••番目のものにあたることをしめ
している。
41)ハイトマンによれば，初版は．モスクワ,fl13 〔国立図書出版所〕から， 1917年に刊
行となっている。
42)ハイトマンによれば．初版は．モスクワで（出版所不記載）, 1919年に刊行となって
いる。
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（われわれの意見の相違についての問題によせて）』 fl13,M.-JI., 192543) 〔No.722〕。
『革命の仮面をつけた皇帝主義J「プラウダ」社, M., 19妬〔No.646〕。『国際プルジョ
ワジーとかれらの使徒カール・カウッキー』「プラウダ」社, M., 19邸〔No.598〕。 『＋
月革命への道程。 1917年5月ー10月の論文と演説』 fl13,M.-JI., 1926 〔No.662〕など。
党大会． 党協議会の速記議事録． 党活動家会議．中央委員会総会での発言速記報告書．
共産主義インクーナショナル大会．コミンテルン執行委員会の速記録を参照。また．『ス
パルターク』『クラースナヤ・ノーヴィ」『コム・アカデミー通報」「マルクス主義の旗の
下に』『ボリシェヴィキ」『革命と文化』誌上の諸論文． 「プラウダ」紙上の多数の論説を
も参照。
参考文献： K. Vorlander, Von Machiavelli bis Lenin, Lpz., 1926, S. 274-275; 
W. Sombart, Der Proletarische Sozialismus (Marxism), Jena, 1924; K. Diehl, 
杭erSozialismus, Komunismus und Anarchismus, 5 Aufl., Jena, 1923; J. Hirsh, 
Lumpenbourgeoisie, Der Kampf, No. 3, Wien, 1926; M. Werner, Der Sowjetmarx-
ismus, Die Gesellschaft,-No. 7, B., 1927; R. Fulop-Miller, Geist und Gesicht des 
Bolschewismus, Wien, 1926; N. Makeev and V. O'Hara, Russia, L., 1925; F. A. 
Mackenzie, Russia before dawn, L., 1923; E. van den Boom, Der Sozialismus 
nach dem Kriege, M.-Gladlach, 1923 (Die Sozialdemoktatie in ihren Richtun-
gen); J. Bourdeau, La derniere evolution du socialisme au communisme, P., 1927; 
J. H. Carp, Het Bolsjewisme, Gravenhage, 1921; L. Barde, La menace du commu-
nisme, Chapitres: La dictature du Proletariat, La violence, La terreur rouge, 
Suppression des libertes bourgeoises, P., 1925; B. L. Brasol, The Balance Sheet 
of Sovietism, chapter-W. Soviet Foreign Policy; H. H. Fisher, The Famine in 
Soviet Russia, 1919-1923, chapter-Official relations, chapter-The causes of 
the famine. 
プハーリンの著書『史的唯物論」への批評： F. Kaphahn, Vergangenheit und Gege-
nwart誌,XV; G. Lukacs, Arch切/t.lrdie Gesch. des Sozial. und der Arbeiter-
bewegug. 誌， XI;W. B. Bodenhafer, American Journ. of Social. 誌， v.32, July, 
43)ハイトマンによれば,1926年。ただし．収められている演説は,1925年になされたも
のである。
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1926; おなじく LivingAge. 誌 v.325, April 18, 1925のBrothersin Leninも参照。
〔追記〕 前号の註1)でふれたように． 「『ソビエト大百科事典」初版(1)」（関西大学
『経済論集」第21巻第2号）に関連して．「初版」の所蔵． 記載を中心に． 各方面の方々
から数多くの御教示をうけた。その一つは国会図書館の庄野新氏からのもので，すでに
のべたことのほかに，目録に記載のさいは．本来の巻数のみを記し，別巻は別箇に記すの
が普通のルールであって，その意味で『ソビエト大百科事典」初版は全65巻とされている
旨の御指摘をうけた。事実，同封いただいた K. Maichel (ed.), Guide to Russian 
Reference Books, vol. I, General Bibliographies and Reference Books, Stnford 
Univ., 1962, p. 69. その他でも．別巻は別箇に記載されており，そうした扱い方が正しい
ようである（同様の御指摘は．東京大学附属図書館参考掛からもいただいた）。
また．国会図書館所蔵分中の欠巻は，実際は27-28,50-55のようであること．全体の
刊行年の1926-48年は,47年の誤記らしいこともあわせてお教えいただいた（前掲拙稿
の註3),21)参照）。
第2は，東京大学附属図書館参考掛および東京大学大学院藤本和貴夫氏からの御教示で，
教養学部教養学科所蔵の10巻ばかりのほかに， 1969年に，全巻を購入し，本館に所蔵してい
るということ，そのうち，関西大学所蔵分では1930年の増刷である第4巻は．やはり増刷で
はあるものの,1926年11月1日発行の増刷21,000部中の一冊であるということである。後
者についていえば． 国会図書館の第4巻も同様であるが，ハーフータイトル・ページの裏
面の印刷所• 印刷部数記載のところに， 且o~oJIH. Tupa況. 21.000 9K3. 標題紙裏面
に ToMN B. C. 3. Bb!WeJI 1 HoH.zr,p只1926r. とあるわけで，第5巻からでなく，すでに
第4巻から，この形式での日付けが記載されていたことになる（前掲拙稿82ペー ジ参照）。
同時に，東大， 国会図書館いずれのも， 第1巻が 1929年の増刷分で，標題紙裏面に，
Pe.zr.aK~HOHHa只 pa6orn no I TOMY 6. C. 3. aaKoH'ieHa 1 Maprn 1926 ro.zr.a. B. 1929 
r. BblllYllleH .zr.onoJIHUTeJibHblH Tupa:lK B KOJIU'ieCTBe 20.000 9K3. 6ea H3MeHeHU只
TeKCTa (aa H CKJIIO味 HHEMHcnpaEJieH皿 one'iaToK).とあり，これは．丁度．本学
の第4巻における記載とおなじ形式である（前掲拙稿81ページ参照）。なお．第64巻は，
東大，国会図書館とも．本学同様に第2刷，第3巻も国会図書館のは，本学同様に第2刷
であった（前掲拙稿81-2,90ペー ジ参照）。
第3に．他の所蔵についていえば，大阪経済大学，アジア経済研究所，松田道雄氏が，
それぞれ本学と前後して購入されており．東大，本学のと合わせると．すくなくとも 5部
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が相次いで輸入されたこととなる。このこと自体，本学のに押されていた党の蔵書印と関
連して， 多少興味をそそることであるけれども， そのもつ意味は，末だはかりかねてい
る。
さらに，神戸外国語大学，立命館大学経済学部小野一郎氏の手許にも所蔵されている
が，前者は，昭和23年頃に，戦前カムチャッカに勤務されていた日露漁業の関係者から購
入されたものをもとにし，とびとびの欠巻10数巻が同大学の久保二郎教授の手によって訪
ソ時にうずめられ，別巻を除いた本巻全65巻がそろえられたものであり，後者は，小野氏
のモスクワ在住中に，たまたま購入されたものということである。そして，小野氏所蔵のも
のは，氏の御教示によれば，第3巻が THpalK40.000 aKs. とあって本学のような増刷で
はないこと，第4巻も，標題紙裏面に一東大，国会図書館とおなじ<―TOMIV B. 
C. 3. BbIWeJI 1 HOH6pb 1926 .r. とあるだけでなく， ハーフータイトル・ページ裏面の
出版所• 印刷部分記載が．第3巻同様に，たんに THpalK40.000 aK3. とあって，東大，
国会図書館の増刷分とはちがった初刷であることが，いずれも注目される。すなわち．第
4巻は,1926年に初刷40,00嘩B,増刷21,00嘩助iあり， 1930年に増刷12,000部があったこ
とになる。反対に，小野氏のは第63巻が， 1935年となっており，しかも，これまたたんに
THpalK 20.000 aKs. となっているということで， 本学の1933年， 部数31,000という記載
と較ぺて，問題となる。というのは，それは，実際は増刷であったろうということ，そし
て，第63,64の両巻が，その前後と較ぺて初刷の部数がすくなく，ともに増刷をもったよ
うであるという予想を確認する結果になろうというだけでない（前掲拙稿83,89-90ペー
ジ参照）．その時期や日付けが微妙で， まだ刊行順に疑問を残している部分だけに，さら
に検討の要がありそうである。
これに加えて，小野氏所蔵の第14巻に。~あるいは当初は13巻にかもしれぬものの，と
もかく入手時には14巻に一本巻大4ページ (8欄分）の挿入紙片があって， 1929年3月
15日付「プラウダ」にのったエヌ・オシンスキーー一第1巻から第30巻まで，全体監修者
の一人一の論文「ソビエト大百科事典の仕事と日々」（八e刀aH JJ.HH BoJI&woA CoaeT-
CKOA 3皿liKJIOileJJ.証が転載されている。内容からみて，第12巻刊行後，第13巻刊行直
前（第13巻の編集業務完了の日付は1929年2月15日）に執筆されており，第11巻の遅延の
事情説明なども含むということであつて，小野氏の御厚意で復写させていただいたが，こ
れは，本学のには欠けていた。
以上が御教示をえ，またそれにもとづいてたしかめえた諸点であるが，いまだ各巻の増
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刷．挿入物などの例はさらにありうることが予想され．それらを全部．整理点検するには
いたっていない。とりあえずここに追記し，お教えいただいた方々に．厚く御礼を申し上
げる次第である。
なお． これまたお教えをうけて思いだしたことであるが． ソルジェニツィンは， 小説
「練獄のなかで』において， レーニン勲章受賞2回の検事マカルイギンの書斉をえがくに
さいして． 「リガ製の本柵のガラスの向には，……旧版のソピエト大百科事典（誤りが多
く，人民の敵のことまでのっている）， 新版ソビエト大百科事典（これにもやはり人民の
敵がのっている），小百科事典（これにも誤りが多く，やはり人民の敵がのっている）など
がならんでいた」と，ソピエトにおける百科事典の「誤り」と「人民の敵」の問題を皮肉
な調子で椰楡していることが，注目される（木村・松永訳，第2巻93ペー ジ）。
こうした形での「初版」への言及とは別な本格的な利用の一例として．上島武氏は「グ
ローマンとバザーロフ」（『大阪経大論集」第87号．昭和47年5月）のなかで．グローマン
やバザーロフの経歴と業績について．すでに「初版」の記述を利用しておられることを．
あげることができる。それによると．現在の第3版では「ごく短い記述」があたえられて
いるだけのバザーロフについては．プレオプラジェンスキーが3ページ（欄）にわたって
書いているということであり（第8巻 1927年）． また． 第2版．第3版では．プハーリ
ン同様．名前ののっていないグローマンについても,1930年刊行（編集業務終了11月1日
）の第19巻に， たんに記載があるだけでなく． 「1930年．…•••他のメンシェヴィキ的・ク
ラーク的イデオロギーをもつエコノミストらとともに逮捕された」と．同年の逮捕までが
記されているということである （上島前掲論文82ページ）。項目自体の削除とは対照的な
あつかいといえよう。さらに，プハーリンについてはそうであるといえるのであるが，最
近でた Whowas W励切 USSR,complied by the Institut for the Study of the 
USSR, Munich, 1972. における記載の基となっているのが「初版」の項目である例は，
かなり多いと思われる。
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